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区の就労支援事業の報告 

 

１ 各種連絡会等についての報告 

（１）作業所等経営ネットワーク支援事業の事業所連絡会 

開催日時：令和８年７月１６日（木）15：30～17：00 

開催場所：板橋区役所 南館４階 災害対策室ＡＢ 

参加人数：２４名 

内  容：新規ネットワーク登録事業所の紹介／食品の衛生管理と表示について 

     連絡事項／事業報告／東京都教育庁委託事業報告／意見交換／事務連絡 

   令和８年度の動き 

・スマイルマーケットでの売上向上（区役所・図書館・赤塚・高島平） 

・こどもわくわくフェスタへの出店 

・SNS（Instagram・LINE等）への周知強化 

・特別支援学校の委託についての周知 

 

２ チャレンジ就労について 

区では令和５年度より国が実施しているチャレンジ雇用の主旨に基づき、チャレンジ就労（最大３

年間）を採り入れ、民間企業へのステップとなるよう就労経験を積む場を提供している。 

（１）チャレンジ就労の現状 

 ① 雇用体制 

     

 

 

 

 ② 業務体制 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）取組 

チャレンジ就労の「質の向上」と「出口（一般就労）の強化」に向けて、新たな取り組みを実施・

検討しています。 

チャレンジ就労の位置づけ 就労を経験して一般就労につなげる場 

雇用人数 １２名 

雇用期間 最大３年 

取組 内容 

卒業生の「区役所部署への配属」 ３年の満期を迎えた卒業生について、これまでの実績と

スキルが評価され、区役所の特定部署への配属が決定し

ました。 

３年間を見据えた段階的 

ステップアップ 

３年という限られた期間を最大限に活かすため、年度ご

とに目標をあげる仕組みを設計中です。 

令和８年度 第１回 就労支援部会 

令和８年７月 31 日（金）  資料２ 
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〇庁内の各部署から軽作業等の仕事を受注し、障がい政策課内で業務遂行。 
 ・ポスター巻き 
 ・いたばし花火大会の名札作成 
・送付用封筒の修正  

〇庁内の他課に派遣職員として出向いて業務遂行。 
 ・データ入力・スキャン（人事課） 
 ・郵便物の仕分け（戸籍住民課） 
・封入・封緘（広聴広報課）  
・駐車券の整理、施設の開放予定表作成など（地域教育力推進課） 
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３ 就労選択支援の実績報告について 

（１）サービス実施事業所 

  GIF-TECH`s志村坂上／チャレンジド板橋区役所前／Beech 

（２）制度開始からこれまでの実績（※令和８年６月末時点） 

① 当区における制度開始から現在までの、実施状況です。 

実施完了件数 ９件（現在実施中２件） 

利用者の流入経路 板橋区障がい者就労支援センター（ハート・ワーク）４件 

ハロー・ワーク２件、相談支援事業所４件 

就労継続支援 A型０件、就労継続支援 B型０件、 

就労移行支援０件、その他１件 

（備考）B型の利用希望で見学対応実施。選択支援の説明をしたと

ころ、本人の希望で利用となった。 

実施した方の障がい種別 身体０件、知的３件、発達２件、精神６件 

実施した方の居住地 板橋区内 11件、板橋区外０件 

実施した方の年代 10代１件、20代２件、30代１件、 

40代４件、50代３件、60代０件 

実施後の進路ルート 就労移行支援０件、就労継続支援 A型０件、 

就労継続支援 B型８件、一般就労０件、その他１件 

（備考）一般就労を希望し、ご自身で就職活動をされた。 

※現在実施中２件 

② 制度を運用してみて良かった点 

 ・本人や周囲が気付かなかった本人の得意、不得意を改めて発見できたこと。 

当事業所でも長年軽清掃のお仕事に従事してきた方が「清掃は得意で事務的な軽作業は苦手」

であるとの事前情報であったが、作業アセスメントを通して簡易な作業は丁寧に集中して行える

ことがわかり、新たな強みと、それを活かした進路の提案ができた。 

・B型しかないと思っていた方に、改めてアセスメントを取り様々な選択肢を提示できたこと。 

（最終的に B型就労とはなったが） 

・就労 Bが前提で申し込む人のが多いため本人は気にしていないが、最初から B型ということで

はなく、可能性を見られるから良い。 

③ 制度を運用して見えてきた課題等 

・1日を通して利用される場合は、人的資源が必要 

・本人の適性に合っていると感じる事業所であっても、希望されない場合がある（もしくはその

まま利用した就労選択支援事業所に通いたいと希望される） 

・特別支援学校の生徒を除き、選択支援サービスの利用中に、次の進路が決まらない場合のフォ

ローアップ体制がない 

 ・就労 Bを前提で来るからは能力的にも就労 Bが妥当ということがほとんど。 

就労 B希望だけど、一般就労へというステップアップみたいな感じはない。 

 

定期面談での「卒業後を見据えた 

項目」の追加 

これまでは「今の仕事が順調か」に重きを置いていた定

期面談シートを見直しました。１～２年目の早い段階か

ら、本人が「3年後の卒業」を強く意識し、逆算して日々

の業務に取り組めるよう促します。 


